
『譯
文
筌
蹄
』

に

つ
い
て
の

一
考
察

i

そ
の
術
語
を
通
し
て
ー

國

金

海

二

語
学
者
と
し
て
の
荻
生
徂
徠

(
一
六
六
六
～

一
七
二
八
)
の
著
作
に
は
、
意
味

の
似
か
よ
う
語
を
グ

ル
ー
プ
に
し
て
そ
の
差
異
を
解
説
し
た

『譯
文
筌
蹄
初
編
』

(正
徳
五
、

一
七

一
五
年
刊
)
、
そ
の
死
後
、
竹
里
散
人

(安
澂
彦
)
が

『譯
文
筌

蹄
初
編
』

に
も
れ
た
百
有
余
字
と
散
人
自

ら
が
集
録
し
た
千
有
余
字
と
に
訓
訳
を

ほ
ど
こ
し
て
出
版
し
た

『譯
文
筌
蹄
後
編
』

(寛
政
八
、

一
七
九
六
年
刊
)
と
助
語

(助
辞
)
に
つ
い
て
の
専
書

『訓
譯
示
蒙
』

(元
文
三
、

一
七
八
三
年
ご
ろ
刊
)
が

あ
る
。

こ
れ
ら
の
底
稿
と
な

っ
た
も
の
は
、
徂
徠
二
十
五
、
六
歳
の
こ
ろ
の
講
義
を
門

人
吉
田
有
鄰
と
僧
天
教
と
が
筆
録
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
講
義
は
評
判
に
な

っ

た
よ
う
で
筆
録

・
伝
写
さ
れ
た
写
本
も
多

く
自
ら
も

「蒙
生
伝
写
し
て
、
脛
無
き

に
千
里
の
外
に
走
る
」
と

「題
言
十
則
」

の
冒
頭
に
述

べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
写
本
の

一
種
が
国
立
国
会

図
書
館
に

『譯
文
筌
蹄
』
(十

一
巻
)
と

し
て
あ
り
、
こ
れ
を
前
記
刊
本
と
比
較
し

て
み
る
と
、
こ
の
巻

一
～
巻
五
に
当
た

る
部
分
が

『訓
譯
示
蒙
』

に
、
巻
六

・
七

・
十

・
十

一
に
当
た
る
部
分
が

『譯
文

筌
蹄
初
編
』

に
、
巻
八

・
九
に
あ
た
る
部
分
が

『譯
文
筌
蹄
後
編
』
に
該
当
す
る

　　
　

と
戸
川
芳
郎
氏
は
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
国
会
図
書
館
蔵
本
が
底
稿
と
な

っ
た
も

の
で
な

い
と
し
て
も
こ
れ
に
類
似

し
た
写
本
に
加
筆
し
て
刊
行
し
た
も
の
が

『譯
文
筌
蹄
初
編
』
で
あ
り
、
手
を
加

え
る
こ
と
な
く
死
没
し
、
そ
の
後
刊
行
さ

れ
た
も
の
が

『譯
文
筌
蹄
後
編
』
と

『訓

譯
示
蒙
』
で
あ
ろ
う
。

本
論
で
は

『譯
文
筌
蹄
初
編
』
と
国
会
図
書
館
蔵
本
に
み
ら
れ
る
術
語
を
通
し

て
、
e
徂
徠

の
用

い
た
術
語

(活
字

・
死
字

・
実
字

・
虚
字
な
ど
)
、
口
講

義

録

と
増
訂
を
加
え
た

『初
編
』
と
の
間
の
差
異
、
日

『初
編
』
の

「題
言
十
則
」
中

に
あ
る
術
語
と
の
関
連
、
四

『初
編
』
と

『後
編
』
と
の
関
係
、
な
ど
に
つ
い
て

考
察
を
加
え
徂
徠

の
語
学
研
究

の

一
端

に
し
た
い
。

(注
)
汲
古
書
院

『漢
語
文
典
叢
書
』

(第
三
巻
)、
お
よ
び
、
み
す
ず
書
房

『荻

生
徂
徠
全
集
』
(第

二
巻
)
の
解
題
。

○
使
用
テ
キ
ス
ト
は

『漢
語
文
典
叢
書
』

○

『譯
文
筌
蹄
初
編
』
を

『譯
筌
初
編
』
、
『同
後
編
』
を

『譯
筌
後
編
』、
国
立

国
会
図
書
館
蔵
本
を

『国
会
本
』
と
略
称
。

○
引
用
文

の
表
記
は

「1
」
を

「
コ
ト
」
に
改
め
る
な
ど
必
ず
し
も
引
用
原
拠

の
表
現
の
ま
ま
で
は
な
い
。

○

『訓
譯
示
蒙
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
注
記
す
る
に
と
ど
め
た
。

e

術
語
に
つ
い
て

活

字

「活
字
」
と
い
う
術
語
は

『国
会
本
』
に
は
次
の
四
項
目
中

に
用

い
ら
れ

い
て

る
。

(『譯
筌
初
編
』

の
同
じ
項
目
も
並
べ
挙
げ
る
。)

(1)
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〔撼
〕
(国
)

ユ
ル
ガ
ス
ト
譯
ス

活
字

二
限
ル
ナ
リ

動
揺
ノ
ニ
字

ハ
死
活

二
通

ス
ル
ナ
リ

(訳
)

ユ
ル
ガ
ス
ト
譯
ス

使
然

二
限

ル

大
風
撼
帰
屋
ヲ

波
濤
撼
μ
山
ヲ
ナ
ド

〔摧
〕

(国
)
ク
ダ
ク
ナ
リ

活
字
ナ
リ

(訳
)
竹
木
又

ハ
家
又

ハ
器
ナ
ド
ヲ
ク
ダ
キ
ヒ
シ
グ

コ
ト
ナ
リ
…
…

〔碎
〕

(国
)
ク
ダ

ケ
ル
ト
ヨ
ム

細

こ
破

ル
ル
コ
ト
ナ
リ

死
字
ナ
リ

活
字

ニ

モ
用
フ

(訳
)
ク
ダ
ク
ル
ク
ダ
ク

訓
ノ
如

シ

細
ニ
ワ磯

協
ト
云
フ
注
好

シ
…
…

〔悦
〕

(国
)
…
…
喜

ト
ハ
違

フ
ゾ

喜

ハ
情

ノ
名
ナ
リ

故

ニ
ウ
レ
シ
カ
ル
念
ヲ

云
フ

悦

ハ
活
字

ナ
リ

必
物
ヲ
ヨ
ロ
コ
ブ

コ
ト
ナ
リ

故

ニ
ワ
ザ
ナ
リ

(訳
)
中
心

ニ
ヨ
ロ
コ
ブ

コ
ト
ナ
リ
…

…
ウ
レ
シ
ガ
ル
ト
譯
ス
…
…

右

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
と
、
ま
ず
四
語
と
も
動
詞

で
あ
り
、
「活
字
」
と
は

動
詞

に
関
し
て
の
術
語
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

そ
し
て

『国
会
本
』
で
は

〔撼
〕
を

「
ユ
ル
ガ
ス
」
と
訳
し
、
「摧
」
を

「
ク
ダ

ク
」
と
訳
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
動
詞

の
う
ち
の
他
動
詞
を

「活
字
」
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

〔撼
〕
の
項
で

「動
搖
ノ
ニ
字

ハ
死
活

二
通
ス
ル
ナ

リ
」
と
あ
る
が

〔搖
〕
の
項
を
み
る
と

「
ユ
ル
グ
ト
譯

ス
…
…

ユ
ル
カ
ス
ト
モ
」

(注
)

と
あ

り

、
〔悦

〕
の
項

に
「
必

物

ヲ

ヨ

ロ

コ
ブ

コ
ト

ナ

リ

故

ニ
ワ

ザ

ナ

リ

」
と

あ

り

、

ま

た

〔虐

〕
の
項

に

は

「
シ

エ
タ

ク

ト

ヨ

ム

…

…

但

シ
此

訓

ハ
活

字

ニ
テ

虐

レ
民

ヲ

ト
使

フ
ト

キ

ノ

コ
ト

ナ

リ

」

と

あ

る

こ

と

か

ら

も

明

ら

か

で
あ

る
。

次

に

同

じ

項

の

『
譯

筌

初

編

』

を

み

る

と

、

こ

の

四
語

の
解

説

に

「
活

字

」

と

い

う
術

語

を

全

く

用

い

て

い
な

い
。

〔
撼

〕

の
項

で

「
活

字

二
限

ル
ナ

リ

」
と

い
う

『国

会

本

』

の
解

説

を

「
使

然

二
限

ル
」

と

し

て

い
る

と

こ

ろ

か

ら
他

動

詞

と

は

認

定

し

て

い

る

が

「
活

字

」

と

い
う

術

語

は

用

い

て

い
な

い

の

で
あ

る

。

『譯
筌
初
編
』
に
も

「活
字
」
と
い
う
語
は

〔盡
〕
の
項
に

一
例
だ
け

「行
盡
.

看

盡
ナ
ド
ト
活
字

ノ
下

へ
付
字

ニ
ス
ル
コ
ト
盡
ノ
字

ニ
カ
ギ
ル
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

は

『国
会
本
』
で
い
う
他
動
詞
と
し
て
で
は
な
く
単
に
動
詞
と

い
う
意
と
し
て
用

い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(注
)
『訓
譯
示
蒙
』

(巻

一
)
に
も

「動
字
活
字

ハ
事
ナ
リ

故

二
其
道
具
ヲ
使

フ
字
ナ
リ
」
と
あ
る
。

死

字

「死
字
」
と

い
う
術
語

は

『国
会
本
』
に
は
三
か
所
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

〔昭
〕

(国
)
明
字
ト
同
シ

但
シ
死
字
ナ
リ

明
字

ハ
ア
キ
ラ
カ
ナ
リ
ア
キ
ラ
カ

ニ
ス
ル
ア
カ
ス

昭
字

ハ
ア
キ
ラ
カ
ニ
ス
ル
バ
カ
リ
ニ
用
プ

ア
カ
ス
ト

ヨ
ム

コ
ト
ナ
シ
…
…

(訳
)
ア
キ
ラ
カ
ア
キ
ラ
カ
ニ
ス
ト
ヨ
ム

ア
カ
ス
ト
ヨ
ム
コ
ト
ナ
シ
…
…

〔碎
〕

活
字
の
項
参
照

〔益
〕

(国
)

マ
ス
ト
ヨ
ム

水

二
従
フ
字

ユ
へ
數
ヲ
以
テ

ハ
云

ハ
ヌ
辭
ナ
リ
…
…

音

ニ
テ
ヨ
ミ
テ
死
字

二
用
ル
ト
・.
ハ
倭
語

ノ
得
損
ノ
得
ナ
リ

(訳
)

マ
ス
ト
訓
ズ

明
カ
ナ
リ

義
廣
キ
字
ナ
リ
…
…

『国
会
本
』
の

〔碎
〕
の
項
を
み
る
と
、
「ク
ダ
ケ
ル
」
と
自
動
詞
と
し
て
用

い

る
と
き
は

「
死
字
」
で
あ
り
、
「活
字

ニ
モ
用
フ
」
と
あ
る
こ
と
は

『譯
筌
初
編
』

に
あ
る

「
ク
ダ
ク
」
と

い
う
訳
し
方
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔益
〕
の
項
に
は
、
「死
字
」
と
い
う
術
語
が
自
動
詞
と
い
う
意
味
と
し
て
用

い

ら
れ
る
外
に
、
動
詞
と
し
て
の
作
用
を
や
め
、
他
に
働
き
か
け
る
こ
と
の
な

い
名

詞
と
し
て
の
用

い
方
が
加
わ

っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
三
項
目
で
も

『譯
筌
初
編
』
に
は

「死
字
」
と
い
う
術
語
は
使

(2)
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用
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
こ
の
語
自

体
は
次
の
よ
う
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

〔欲
〕
ホ
ツ
ス
ト
訓
ス

ナ

ニ
ニ
テ
モ
其
事
ヲ
シ
タ
ク
思
フ
ナ
リ
…
…
死
字

二
用
ル

ト
キ

ハ
音

ニ
テ
ヨ
ム

利
欲
人
欲
色

欲
ナ
リ
…
…

〔知

・識
〕
二
字
ト
モ
ニ
シ
ル
ト
訓

ス
…
…
死
字

二
用
ル
ト
キ
知

ハ
去
聲

ニ
ナ
リ
テ

智
ト
同

シ

識

ハ
ヤ

ハ
リ
入
聲

ニ
テ
見
識
ナ
リ

〔慮
〕
オ
モ
ン
バ
カ
ル

思
慮
ト
連
用

ス
…
…
慮

ハ
又
謀
慮
智
慮
ト
連
用
ス

死
字

ニ
ナ
ル
ナ
リ

〔量
〕
バ
カ
ル
ト
訓
ス
…
…
死
字

二
用

ユ
ル
ト
キ
ハ
分
量
度
量
大
量
ナ
ト
皆
ウ
ケ
入

ル
ル
ポ
ド
ヲ
云
フ

〔料
〕
バ
カ
ル
カ
ソ
フ
ト
ヨ
ム
…
…
死
字

二
用

ユ
ル
ト
キ
廩
料
三
品
料

ハ
祿
ノ
コ
ト

ナ
リ

こ
の
五
例
が
全
て
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
『国
会
本
』
で
自
動
詞

を

い
う

「死
字
」
と
い
う
用
い
方
は
な
く
な
り
、
動
詞
と
し
て
の
働
き
を
と
め
て

し
ま

い
、
名
詞
に
転
成
し
た
も
の
を

「
死
字
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
五
例
中

〔知
・識
〕
の
項

を

『国
会
本
』
と
比
較
し
て
み
る
と

「知

識
ノ
ニ
字
大
抵
通
用
ス

但
シ
知

ハ
ヒ

ロ
キ
字
ナ
リ

識

ハ
セ
バ
キ
字
ナ
リ
…
…

知
識

ノ
ニ
字
實
字

ニ
ナ
ル
ト
キ
意
太
タ
違

フ
知
ヲ
實
字

ニ
ス
ル
ト
キ
智
ト
同

シ

識
字
ヲ
實
字

二
用
ル
ト
キ
神
識
心
識
ノ

コ
ト
ナ
リ
」
と
あ
り
、
〔益
〕
の
項
で
は
「死

字
」
と
し
て
い
る
名
詞
を

「実
字
」
と
も
い
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

実

字

『国
会
本
』
で
は
名
詞
を

い
う
の
に

「
死
字
」
の
外

に

「実
字
」
と
い
う
術
語
が

使
わ
れ
て
い
る
が
、
『譯
筌
初
編
』
で
は

「実
字
」
は
ど
の
よ
う
な
語
を
表
す
術
語

と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
か
。

〔鍾
〕
聚
ノ
義

二
用

ユ
レ
ド

モ
多

ク

ハ
盧
字

二
用

ユ

天
鍾
ユ
美
ヲ
于
此
岨

情

所
レ
鍾
マル

造
化
鍾
マル

秀
氣
鍾
マル
ナ
ド
ナ
リ

水
鍾

マ
ル
ト
使

ヒ
タ
ル
外

ハ

實
字

二
用

ユ
ル
少

レ
ナ
リ

例

は

こ

の

一
つ
し

か
な

い
が

、

こ

こ

で

は

「美

」

「
情

」

「
造

化

」

「
秀

気

」
な

ど

実

体

の
な

い
も

の

に

つ
い

て

い
う

場

合

は

「
鍾

」
を

使

い
、

「
水

」
な

ど

実

体

の
あ

る

も

の

に

つ

い
て
述

べ

る

と

き

は

「
鍾

」

は

ほ

と

ん

ど
使

わ

な

い

と
あ

り

、
名

詞

の

う

ち

実

体

の

あ

る

も

の
を

表

す

語

と

し

て

用

い

て

い
る

。

虚

字

『譯
筌
初
編
』
で
は

「虚
字
」
は
、
前
述
の
よ
う
に

「美
」
「情
」
な
ど
抽
象
的

概
念
を
表
わ
す
語

に
つ
い
て
い
う
術
語
1
ー
抽
象
名
詞
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い

(注
)

ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
と
は
全
く
異
な
る
次

の
よ
う
な
三
例
が
み
ら
れ
る
。ナ

〔朋
〕
ト
モ
ト
云
字
ナ
リ

處

ニ
ョ
リ
テ
虚
字

ニ
ナ
ル
コ
ト
ア
リ

ソ
ノ
時
作
以
羣
ヲ

意
ナ
リ

尤
稀
ナ
ル
コ
ト
ナ
リ

〔更
〕
平
聲
ノ
時
タ
ガ
ヒ
ニ
ト
ヨ
ム

入

レ
カ
ワ
ル
意
ナ
リ

然
レ
ド

モ
カ
ワ
ル
ト

ヨ
ム
時

ハ
盧
字

ニ
テ

タ
ガ
ヒ

ニ
ト

ヨ
ム
時

ハ
助
字
ナ
リ
…
…

〔互
〕
モ
ノ
ノ
入

レ
チ
ガ
フ
タ
ル
ヲ
云
フ
…
…
虚
字

二
用
ヒ
テ
タ
ガ
ヒ
ナ
リ
ト
云
時

錯
字
ト
近
シ
…
…

こ
れ
ら
で
は

〔朋
〕
を

「群
を
な
す
」
、
〔更
〕
を

「
か
わ
る
」
な
ど
と
い
う
動

詞
に
な
る
こ
と
を

「虚
字
」
と
な
る
と
し
て
お
り
、
「虚
字
」
を
動
詞
と
い
う
意
味

に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

『国
会
本
』
で
は
、
こ
の
術
語
は
次
に
挙
げ
る

一
か
所

に
し
か
表
れ
て
お
ら
ず
、

動
詞
と
い
う
意
味
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
名
詞
と
し
て
か
判
然
と
し
な

い

。
〔豁
〕
元
來
谷
ノ
開
通

ス
ル
ヲ
云
ナ
リ
…
…
虚
字

二
用
ル
ト
キ
此
豁
字
ノ
意
ツ
カ

へ

(3)
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フ
サ
ガ
ツ
タ
中

ニ
ク
ハ
ラ
リ
ト
開
タ
處

一
條
ア
ル
コ
ト

ニ
用
フ

又
ツ
カ

ヘ
フ

サ
カ
ツ
タ
處
ガ
乍
ラ
ク

ハ
ラ
リ
ト
開

ケ
タ
ル
意

ニ
モ
用
フ
ル
ナ
リ

(注
)
こ
の

「虚
字
」
と
い
う
語
の
使

い
方
は
徂
徠

の

『論
語
徴
』
に
引
い
た
朱

註
の
「已
造
二
乎
正
大
高
明
之
域

一、
特
未
三
深
入
二
精
微
之
奥
一耳
、未
レ
可
下
以
二

一
事
之
失

一而
遽
忽
上
レ
之
也
」
に

つ
い
て
、
「
・…
..且
正
大
高
明
、
精
微
之

奥
、
徒
以
二
虚
字

一形
二容
之
一、
而
未

レ詳
レ
言
二
其
何
所

一レ指
焉
」
と
述

べ
、
「正

大
高
明
」
「精
微
之
奥
」
な
ど
の
語

を
虚
字
と
し
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

助
語

(語
助

・
助
字
)

『譯
筌
初
編
』
に
は
、
助
語
、
語
助
、
助
字
と
い
う
術
語
が
散
見
す
る
。
こ
れ
ら

は
江
戸
時
代

の
多
く
の
学
者
が
最
も
力

を
注

い
で
研
究
し
た
も
の
の

一
つ
で
あ

(注
-
)

る
。徂

徠

に
は
前
述
の
よ
う
に
助
語

に
つ
い
て
の
専
書

『訓
譯
示
蒙
』
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は

『譯
筌
初
編
』
で
は
ど
の
よ
う
な
語
を
助
語
と
し
て
い
る
か
を
検
討
し

た
い
。
こ
れ
ら
の
術
語
は
本
文
中

に
四
十
余
か
所
用

い
ら
れ
て
い
る
が
代
表
的
な

も
の
を
例
示
す
る
。

ω

〔特
〕

コ
ト
ニ
ト
ヨ
ム
時
ト
リ
ワ
キ
テ
ト
云
意

ニ
テ
ス
グ

ル
ル
意
ア
リ

モ
ト

獨
ト
義
通
シ
テ
ヒ
ト
リ
ノ
意
ノ
字
ナ

ル
ユ
ヘ
ナ
リ

右

ハ
上

二
用

ユ
ル
ニ
限
ル

助
語
ノ
時
ノ
コ
ト
ナ
リ

@

〔始
〕

ハ
ジ
ム

ハ
ジ
メ
ハ
ジ
マ
ル
ハ
ジ
メ
テ
皆
用

ユ

終
末
ノ
反
對
ナ
リ

ハ

ジ
メ
テ
ノ
時
去
聲
ト
云
フ
説
ア
リ

コ
ノ
時

ハ
助
語

ニ
ナ
ル
ナ
リ

の

〔更
〕
タ
ガ
ヒ

ニ
ト
ヨ
ム
時

ハ
助
字

ナ
リ

故

二
助
字

ノ
時
互
字
ト
同
ヤ
ウ
ニ

用
ル
ナ
リ

ω

〔過
〕
經
過
ノ
義

ヨ
リ
轉
用

シ
テ
輕

ク
助
語

ノ
如
ク

ニ
用
ヒ
タ

ル
ア
リ

看

過
ス

讀
過
ス

用
過
ス
ナ
ト
多
ク

ハ
已
字
ト
照
シ
用

ユ

已
二看
過
ス

已
二
讀

過
ナ
ト
ナ
リ
…
…

㈱

〔耐

・
堪

・
勝

・
任
〕
皆
タ

ヘ
タ
リ
タ
フ
ル
ト
ヨ
ム

耐
け
リ
久
二

耐
け
リ寒
ニ
ナ

ト
久
キ

ニ
タ
タ

ヘ
サ
ム
キ
ニ
タ
タ

ユ
ル
ナ
リ
…
…
不
レ
堪
"見
ル
ニ

不
レ堪
い
聞
ニ

ム
サ
ク
テ
見
ラ
レ
ヌ
ア

ハ
レ
ニ
テ
見
ラ
レ
ヌ
聞

レ
ヌ
ナ
リ

難
,
勝
.
數
岨也
ト

ハ
數

ノ
多
ク
テ
カ
ソ
へ
合
セ
ラ
レ
ヌ
ナ
リ

用
ヒ
ヤ
ウ
ニ
輕
重
ア
レ
ト
モ
皆
力

ノ
及
テ
タ
タ

ユ
ル
意

二
用

ユ

助
語
ノ
ル
イ
ナ
リ

囚

〔欲
〕
ホ
ツ
ス
ト
訓
ス

ナ

ニ
ニ
テ
モ
其
事
ヲ
シ
タ
ク
思
フ
ナ
リ

ス
ト
ヨ
ム

時

ハ
助
字
ナ
リ

將
字
ノ
意
ナ
リ

Gう

〔惟
〕
伏
惟
恭
惟
惟
夫
ナ
ト
發
端

二
用
ユ
ル
助
語
ナ
リ

最
初

ニ
コ
ノ
字

ヲ
置

テ
其
オ

モ
フ
コ
ト
ヲ
下

二
書
ク
ナ
リ

義

ハ
以
爲

ノ
ニ
字

ホ
ド
ノ
コ
ト
ナ
リ

又
思
惟
忖
惟
ト
云
フ
ト
キ

ハ
助
字

二
非

ス
…
…

㈱

〔欣

・忻
〕
同
字
ナ
リ

喜
ト
同
義
ナ
リ
…
…
喜
け
ハ是
レ

最
ほ
喜
フ

且
-
喜
ス一.ク

ナ
ト
ト
助
語
ノ
ヤ
ウ

ニ
用

ユ
ル
コ
ト
ナ
キ
ナ
リ

ω

〔恐
〕
未
來
ヲ
オ
ソ
ル
ル
ナ
リ

故

二
助
語
ノ
ヤ
ウ

ニ
轉
用
シ
テ
大
形
カ
ク
ア

ラ
ン
ト
末
ヲ
キ
ヅ
カ
フ
コ
ト
ニ
恐
ク
ハ如
け
此
ノ
ト
用

ユ
…
…

図

〔已
〕
助
語

二
用

ル
時

上

二
置
ケ
バ
ス
デ

ニ
下

二
置
ケ
バ
ノ
ミ
ト
ヨ
ム
ニ
テ

語
ノ
筋
知

ル
ル
コ
ト
ナ
リ

以
上
十
例
は
次
の
よ
う
に
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

e
、
ω
～
の
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
副
詞
を
助
語
と
す
る
も
の
で
あ
り
最
も
多
く
、

ポ
ヤ
ウ
キ
ン

そ
の
解
説
は
次
の
よ
う
に
俗
語
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
〔緊
〕俗
語

二
不
要
緊
ト

云

ハ
サ

マ
デ
入
用

ニ
モ
ナ
キ
コ
ト
セ
ン
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ

要
緊

ハ
セ
ン
ニ
入
用

ナ
ル
コ
ト
ナ
リ

好
得
緊

ハ
キ
ツ
ク
ヨ
キ
コ
ト

冷
得
緊

ハ
キ
ツ
ク
サ
ム
キ
コ

ト

畢
竟
得
緊
ノ
ニ
字
助
語
ノ
如

シ

⇔
、
ω
～
囚
は
助
動
詞
を
助
語
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ω
の

〔過
〕
は
完
了
、
過

去

の
経
験
を
表
す
助
動
詞
、
㈹
の

〔耐
…
…
任
〕
は
可
能
を
表
わ
す
助
動
詞
、

0

の

〔欲
〕
は
将
来
に
関
す
る
助
動
詞
で
あ
る
。

(4)



『譯 文筌 蹄』 につ い ての一考 察

日
、
G↓
～
ω
の
例
は
、
発
端
に
用
い
る
語

を
助
語
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本

(注
2
V

文
法
で
い
う

「ク
語
法
」
に
あ
た
る
も

の
を
助
語
と
し
て
扱

っ
た
か
は
不
明

。

㈲
、
図
は
終
助
辞
を
助
語
と
し
て
い
る
例

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
気
詞
を
助
語

と
し
て
解
説
し
て
い
る
の
は
こ
の

一
か
所
で
あ
る
が
徂
徠
の
考
え
方
を
知
る
こ

(注
3
)

と

が

で
き

る
。

ナ
カ
ン

(注
1
)
助
語
に
つ
い
て
徂
徠
は

『訓
譯
示
蒙
』
の
な
か
で

「就
レ
中

助
語
ヲ
知

シ

マ
リ

ラ
ザ

レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ナ
リ

助
語

ハ
文
ノ
關
鍵
ナ
リ

實
語
ヲ
引

マ
ハ
ス

モ
ノ
ナ
リ
」
(巻

一
)、
「粉
骨
碎
身

シ
テ
ナ
リ
ト
モ
知
ル

ヘ
キ
モ
ノ
ハ
助
語
ナ

リ

助
語

ガ
ス
マ
ヒ
デ

ハ
意
味

モ
文
勢

モ
文
法
モ
ト
ク
ト
合
點

ユ
カ
ヌ
ナ

リ
」

(巻
二
)
と
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

(注
2
)
江
戸
初
期

に
渡
来
し
た

『助
語
辭
』
(元
、
盧
以
緯
)
に
は

「発
語

ノ

端
」
と
し
て
こ
れ
ら
と
同
じ
範
疇

に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
語
を
挙
げ
て
い

る
。
ま
た

『訓
譯
示
蒙
』
に
は

「惟

」
に
つ
い
て

「惟
字

ハ
專

ラ
一二

事

ヲ

思
フ
ナ
リ

故

二
夫
惟
伏
惟
ナ
ド
ト
使
フ

皆

一
事
ヲ
專
ラ

ニ
思
フ
意
ナ
リ

ノ

助

語

ノ
時

ハ

コ

レ
ト

タ

ダ

ト
兩

義

ア

リ

…

…

」

(巻

五

)
と

あ

り

、

異

な

っ
た

解

説

を

し

て

い

る

。

(注

3

)

『論

語

徴

』
に
も

「
以

二
吾

一
日

長

一乎

爾

、

乎

爾

語

助

辭

、

朱

註

以

レ
汝

解

レ
爾

、

失

二
古

言

一也

」

と

あ

り

「
乎

爾

」

な

ど

の
終

助

辞

を

「助

語

」

「
助

語

辞

」

と

し

て

い
る

。

『譯
筌
初
編
』
で
は
以
上
の
よ
う
な
語

を

「助
語
」
と
し
て
い
る
が
、
『国
会
本
』

で
は
次
の
よ
う
な
語
気
的
な
語
を
し
て

い
る
例
が

一
つ
あ
る
だ
け
な
の
で
詳
し
く

検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

〈付
記
〉
な
お
両
書
に

「付
字
」
と
い
う
語
が
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

「助

語
」
の

一
種

(語
勢
を
助
け
る
意
味

の
な
い
も
の
)
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

(国
)
〔憐
〕
カ
ナ
シ
ム
ヨ
リ
愛
ス
ル
方
重
シ

カ

バ
ユ
ヒ
ト
云
ホ
ド
ノ
辞
ナ
リ

…
…
可
憐
生
ト
云
俗
語

モ
生
字
付
ケ
字

ニ
テ
カ

バ
ヒ
ラ
シ
イ
ト
云
辞
ナ
リ

(訳
)
〔盡
〕
…
…
行
盡
.看
盡
ナ
ド
ト
活
字
ノ
下

へ
付
字

ニ
ス
ル
コ
ト
盡
字

ニ
カ

ギ
ル形

容
字

『譯
筌
初
編
』
に
は
こ
れ
ま
で
に
述

べ
た
術
語
の
ほ
か
に

「形
容
字
」
と
い
う
語

が
二
十
か
所
余
り
に
使
わ
れ
て
い
る
。

〔寂

・
寞

・
寥

・
闃
〕
…
…
物

シ
ツ
カ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
イ
ピ
サ
ビ
シ
ク
物
音
ノ
ナ
キ
コ

ト

ニ
多
ク

ハ
用

ユ

ソ
ノ
内
寞
字
寥
字

ハ
多
ク

ハ
讙
語

ニ
テ
寂
寞
寂
寥
ト
用

ユ

單
用
ス
ル
ト
キ
モ
皆
形
容
字

ニ
テ
寞
ト
シ
テ
寞
タ
リ
寥
ト
シ
テ
寥
タ
リ
ナ
ト
ト

用

ユ

又

ハ
下

二
乎
字
然
字
如
字
ナ
ト
ヲ
付

ル
ナ
リ
…
…
大
抵

コ
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル

形
容
字

ハ
倭
語

二
譯

シ
カ
タ
シ

倭
語

ニ
モ
リ
ン
ト
シ
テ
シ
ヤ
ン
ト
シ
テ
ナ
ド

云
フ
ヤ
ウ
ナ
ル
形
容
ノ
語
亦
漢
語

二
寄
シ
カ
タ
キ
カ

コ
ト
シ

〔耿
〕
小
明
ノ
貌
ナ
リ

形
容
字
ナ
リ

ア
キ
ラ
カ
ニ
ス
ト

ハ
用
ヒ
ス

〔凛
〕
コ
レ
モ
形
容
字
ナ
リ

凛
凛

ハ
凄
凄
ヨ
リ
ツ
ヨ
ク
サ
ム
キ
ケ
シ
キ
ナ
リ
…
…

威
勢
ノ
ツ
ヨ
キ
テ
イ
又

ハ
ヲ
ソ
ル
ル
ケ
シ
キ

ニ
モ
凛
凛
ト
用

ユ

〔愀
〕
ウ
レ
フ
ト
ヨ
メ
ト
モ
形
容
字
ナ
リ

愀
然
愀
乎
ミ
ナ
顔
色

ヲ
變
ス
ル
白
ハナ
リ

ウ
レ
フ
ル
ニ
ハ
非
ス

(5)

 

〔願

〕1

言

ト
書

ト

キ

ヲ

モ

ツ

ツ

ト

モ

ヲ

モ

ツ

ツ

コ

コ

ニ
ト

モ
訓

シ

テ

言

字

助

語

ナ

リ

…

…

こ

れ

ら

の
例

か

ら
推

測

さ

れ

る

「
形

容

字

」

と

は

、

「
…

…

ノ
貌

」

「
…

…

ノ

ケ

シ

キ
」

「
…

…

テ

イ

」
と

あ

る

よ

う

に

、

も

の
ご

と

の
状

態

を

表

す

語

で
あ

る

。

そ

し

て

こ

れ

に

つ

い

て
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ω
単
独
で
も
用

い
ら
れ
る
が
他

の
語
と
連
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。

@

「乎
」
「然
」
「如
」
な
ど
状
態
を
表
す
形
容
詞
の
あ
と
に
添
え
る
語
と
と
も
に

用
い
ら
れ
る
。

09
従
来

の
和
訓
で
は
、
形
容
字
を
動
詞

の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
場
合
が
あ
る
が
区

別
す
る
必
要
が
あ
る
。

ω
日
本
語

へ
の
翻
訳
は
困
難
な
語

で
あ

る
。

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

『譯
筌
初
編
』
で
は
細

か
く
注
意
を
払

っ
て
い
る
形
容
字
も

『国

会
本
』
に
は
次
の
二
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

〔閲

(闃
)
〕
寂
ト
同
意
ナ
リ

閲
乎
無

聲

闃
其
無
人
ナ
ド
ア
リ

但
シ
闃

ハ
形

容
字
ナ
リ

寂

ハ
形
容

ニ
モ
使
ヒ
又
只
ノ
辭

ニ
モ
用
フ

〔藹
〕次
第

二
盛

ニ
ナ
リ

ユ
ク
意
ナ
シ

形
容
字
ナ
リ

多
美

ノ
白ハ
ナ
リ

シ
ケ
リ

サ
カ
ン
ニ
シ
テ
ウ
ル
ハ
シ
キ
體
タ
ラ
ク
ナ
リ

こ
こ
に
お
け
る
形
容
字

の
定
義
は

「
…
…
體
タ
ラ
ク
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
状

態
を
表
す
語
を
言

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り

『譯
筌
初
編
』
と
同
じ
で
あ
る
。

口

二
本
間
の
差
異
に
つ
い
て

以
上

『国
会
本
』
と

『譯
筌
初
編
』

と
に
み
ら
れ
る
術
語
に
つ
い
て
、
徂
徠
は

ど
の
よ
う
な
概
念
規
定
を
も

っ
て
使
用

し
て
い
る
か
を
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
の

間

に
差
異
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
が
何

に
よ

っ
た
か
を
考
え
た
い
。

ま
ず

「活
字
」
「
死
字
」
に
つ
い
て
は
、
前

に
記
し
た
よ
う
に
、
『国
会
本
』
で

は
他
動
詞
を
表
す
術
語
を

「活
字
」
、
自
動
詞
と
名
詞
を
表
わ
す
も
の
を

「死
字
」

と
い
っ
て
い
る
の
に
対
し
て

『譯
筌
初
編
』
で
は
動
詞
を

「活
字
」
、
動
詞
か
ら
転

成
し
た
名
詞
を

「死
字
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

ω
、
徂
徠
は
あ
る
語
が
他
の
語
に
作
用
を
及
ぼ
す
意
味
を
も
つ
動
詞
か
否
か
i　

　

他
動
詞

・
自
動
詞
1
に
つ
い
て
区
別
を
試
み
よ
う
と
し
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
が
、

自
他
の
対
立

・
対
応
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
の
で
そ
の
区
別
を
す
る
こ
と
を
断

念
し
た
。

@
、
そ
し
て
混
乱
を
さ
け
る
た
め
に
、
同
じ

「死
字
」
と
い
う
術
語
に
自
動
詞

と
い
う
意
味
と
名
詞
と
い
う
意
味
を
も
た
せ
る
こ
と
を
や
め
、
転
成
名
詞
に
つ
い

て
の
み
こ
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

次

に

「実
字
」
「虚
字
」
に
つ
い
て
み
る
と
、

『国
会
本
』
で
は
名
詞
を
表
わ
す

の
に

「死
字
」
と
い
う
語
と
は
別
に

「実
字
」
と

い
う
術
語
も
用

い
て
い
る
が
、

そ
の
間
に
差
異
は
見
出
せ
な
い
。
そ
し
て

『譯
筌
初
編
』
で
は

「実
字
」
と

い
う

語
は

「死
字
」
と
同
じ
く
名
詞
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
動
詞
よ
り
転
成
し
た
実
体

の
な
い
も
の
に
つ
い
て
い
う
の
で
は
な
く
実
体
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
い
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
二
つ
の
間
に
実
体
の
有
無
と
こ
と
ば
の
成
り
立
ち
の
違

い
を
認
め
た

か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

「虚
字
」
に
つ
い
て
は
、
『譯
筌
初
編
』
で
は
抽
象
名
詞
と
動
詞
と
い
う
二
つ
の

術
語

に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
体
あ
る
名
詞
を

「実
字
」
と
し
た
と
き
に

は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
実
体
の
な

い
抽
象
名
詞
に

「虚
字
」
と
い
う
術
語
を
あ
て

は
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

「形
容
字
」
に
つ
い
て
は
両
書

の
間
に
特

に
異
な

っ
た
点
は
み
ら
れ
な
い
。

(注
)
『訓
譯
示
蒙
』

(巻

一
)
に
も
以
下
の
よ
う

に
述

べ
ら
れ
、
活
字
を
他
動
詞

と
し
て
い
る
。
「
死
活
ト
云

ハ

タ
ト

ヘ
ハ
清
字

字
ノ
マ
マ
ナ
レ
バ
キ
ヨ
シ

ト

ヨ
ム

死
字

ニ
ス
ル
ト
キ
ハ
キ
ヨ
キ
ト
ヨ
ム

活
字

ニ
ス
ル
ト
キ
ハ
キ
ヨ

ム
ト
ヨ
ム

歌
ノ
字

字
ノ
マ
マ
ナ
レ
ハ
ウ
タ
フ
ト
ヨ
ム

死
字

ニ
ス
ル
ト

キ

ハ
ウ
タ
ト
ヨ
ム

活
字

ニ
ス
ル
ト
キ

ハ
ウ
タ

ハ
シ
ム
ト

ヨ
ム

舞

ノ
字

字
ノ
マ
マ
ナ
レ
ハ
マ
ウ
ト
ヨ
ム

.死
字

ニ
ス
レ
バ
マ
ヒ
ト
ヨ
ム

活
字

ニ
ス

ル
ト
キ

ハ
マ
ハ
ス
ト
ヨ
ム
」

(6)



日

「
題
言
十
則
」
中

の
術
語
と
の
関
係

ω
物
名
の
字
面
…
死
字
、
実
字

(
一
か
所

「虚
字
」
と
い
う
術
語
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
現
在

の
分
類
で
は
、
名
詞
)

『譯文 筌蹄 』 につい ての一 考察

次
に

『譯
筌
初
編
』
巻
首
の

「題
言
十
則
」
の
な
か
で
述

べ
て
い
る
語

の
四
分

類
と
本
文
中

の
術
語
と
の
関
係
を
み
た

い
。

「題
言
十
則
」
で
は
次
の
よ
う
に
語
を
四

つ
に
分
類
し
て
い
る
。

「是
の
編
、
形
状
の
字
面
有
り
、
作
用

の
字
面
有
り
、
聲
辭

の
字
面
有
り
、
物
名

の
字
面
有
り
。
詩
家

の
所
謂
虚
實
死
活
、
即
ち
是
の
物
な
り
。
『文
罫
』中
に
説
く

所
、
上
下
位
置
の
法
、
必
ず
四
者
を
以

て
準
と
爲
す
。
故
に
是
の
編
、
亦
た
此
の

四
者
を
以
て
部
目
と
爲
す
。
」
(原
漢
文
)

こ
の
徂
徠
の
形
状
、
作
用
、
声
辞
、
物
名
と
い
う
四
分
類
に
つ
け
た
名
称
は
、

「作
用
」
と
い
う
語
以
外
は
本
文
中

に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
序
文
と
本
文
と
が
全
く
関
係
が
無

い
と
は
考
え
に
く
く
、
少
な
く
と
も

講
義
の
筆
録
に
手
を
加
え
て
い
た
時

に
は
、
語
の
処
理
に
関
し
て
四

つ
の
分
類
法

を
意
識
し
て
い
た
に
違

い
な

い
。

で
は

「題
言
十
則
」
中
の
四
分
類
は
本
文
中
の
ど
の
術
語
に
あ
た
る
か
を
み
た

い

。

σり
形
状

の
字
面
…
形
容
字

(現
在

の
分
類
で
は
、
形
容
詞
)

ω
作
用

の
字
面
…
活
字
、
虚
字

(現
在

の
分
類
で
は
、
動
詞
)

モ
ト
ル

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
文
中

〔愎
〕
の
項

に

「
愎

レ諌
ニ
ト
云
フ
時

ハ
作
用
字

ニ

モ
ナ
ル
ナ
リ
」
と
あ
り
、

〔靜
〕
の
項

に

「總
シ
テ
靜
ノ
字

ハ
作
用
ノ
文
字

二
連

屬
セ
ス

靜
言
ト
イ
フ
字
ナ
ト
ア
レ
ト
モ
…
…
」
と
あ
り
、
前
者
は

「愎
」
と

い
う
語
を

「
モ
ト
ル
」
と

「作
用
字

」
と
し
て
も
読
む
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
、

後
者
は

「静
」
と
い
う
語
は

「作
用

の
文
字
」
で
あ
る

「言
」
と
連
続
す
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
意
で
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
も

「作
用
字
」
は
現
在
の
動
詞
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

㈲
声
辞
の
字
面
…
助
語

(現
在
の
分
類

で
は
、
副
詞

・
助
動
詞

・
語
気
詞
な
ど
)

こ
の
よ
う
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
名
称
は

一
般
的
と

は
い
え
な

い
。
徂
徠
は
な
ぜ

一
般
に
通
行
し
て
い
る
実
字
、
虚
字
、
助
語

(助
辞
・

助
字
)
な
ど
の
術
語
を
使
わ
な
か
っ
た
か
。
次
の
よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

Oり
、
中
国
の
語
法
書
、
詩
論
書
な
ど
で
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
語

の
概
念
が

ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
。

(注
)

ω
、
虚
字

(用
言
)
を
動
詞
と
形
容
詞
と
に
分
け
る
独
特

の
分
類
法

に
当
て
は
ま

る
従
来
か
ら
の
用
語
が
な
い
こ
と
。

㈲
、
彼
自
身

の
新
し
い
分
類
法
に
は
新
し
い
術
語
を
用

い
た
か
っ
た
こ
と
。

◎⇒
、
こ
れ
ら

の
外
に
、
「虚
字
」
と
い
う
語
を
本
文
や
他
の
著
作
で
は

一
般
的
な
意

味
以
外
に
抽
象
的
な
も
の
を
表
わ
す
語
と
し
て
も
用

い
て
い
る
こ
と
、
「助
語
」

を
表
わ
す
語

に
本
文
で
は
、
助
語

・
語
助

・
助
字

・
付
字
な
ど
の
語
を
使
用
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
包
括
す
る
術
語
が
必
要

で
あ

っ
た
こ
と
。

(注
)
『訓
譯
示
蒙
』

(巻

一
)
に
も
、
以
下

の
よ
う
に
、
虚
字

(用
言
)
を
動
詞
・

形
容
詞
と
に
分
け

「動
ノ
虚
字
」
「静
ノ
虚
字
」
と
し
て
い
る
。

「盧
字
ト
ハ
大
小
長
短
清
獨
明
暗
喜
怒
哀
樂
飛
走
歌
舞
ノ
類
ナ
リ

此
ノ
内

二

動
ト
靜
ト
ア
リ

靜
ノ
虚
字

ハ
大
小
長
短
清
獨
明
闇
等
ナ
リ

動
ノ
虚
字

ハ

喜
怒
哀
楽
飛
走
歌
舞
等
ナ
リ
」

こ
の
分
類
法
に
続
け
て
徂
徠
は
、
「詩
家
の
所
謂
虚
實
死
活
、即
ち
是
の
物
な
り
」

と
述

べ
て
い
る
が
、
徂
徠
の
分
類
を
そ
れ
に
配
当
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
中
国
の
詩
論
書
な
ど
に
於
て
、
虚
字
を
動
詞
、
形
容
詞
に
分
け
て
い
る
も

の
が
な
い
こ
と
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た

「文
罫
中

に
説
く
所
、
上
下
位
置
の
法
、
必
ず
四
者
を
以
て
準
と
爲
す
」

と
も
記
し
て
い
る
が
、
『文
罫

(文
戒
)』
中
に
も
こ
れ
ら
の
術
語
は
用

い
ら
れ
て

(7)
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い
な
い
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
徂
徠

の
考
え
方
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。そ

し
て
こ
れ
ら
の
術
語
は
吉
有
鄰
の

「
凡
例
三
則
」
に
は

「是
の
編

の
部
目
、

半
虚
字
有
り
、
即
ち
題
言
の
中

に
所
謂
形
状

の
字
面
是
れ
な
り
、
虚
字
有
り
、
即

ち
所
謂
作
用
の
字
面
是
れ
な
り
、
實
字
有
り
、
即
ち
物
名

の
字
面
是
れ
な
り

助

字
有
り
、
即
ち
聲
辭
の
字
面
是
れ
な
り
。
」

(原
漢
文
)
と
あ
り
、

一
般

に
通
行
す

る
術
語
で
解
説
を
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
虚
字
を
動
詞
と
形
容
詞
と
に
分

類
し
た
こ
と
に
よ

っ
て

「半
虚
字
」
と

い
う
新
し

い
術
語
を
も
う
け
な
け
れ
ば
な

窪
)

ら

な

か

っ
た

。

(
注

)

「
半

虚

」
と

い
う

語

は

、
中

国

の
詩

論

書

な

ど

に

も

み

ら

れ

る

が

、

「
凡

例

三
則

」

で

い
う

の

と

は

異

な

っ
て

い
る

。

四

『
譯
筌
後
編
』
と
の
関
係

次
に
、
『譯
筌
初
編
』
『国
会
本
』
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
こ
れ
ら
の
術
語
が

『譯
筌
後
編
』
で
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
は
両
書
と
の

間
に
差
異
が
あ
る
か
な
ど
を
考
え
た
い
。
用
例
が
少
な

い
の
で
全
て
を
挙
げ
、
そ

れ
に
対
応
す
る

『国
会
本
』
の
項
も
併
わ
せ
挙
げ

る
。

活
字

・
死
字

〔坐
〕

(後
)
シ
タ
ニ
ヲ
ル
コ
ト
ナ
リ
…
…
死
字

二
用
ル
時

ハ
座
ト
同
シ

(〔座
〕
坐

ス
ル
處
ナ
リ
坐
ス
ル
器
ナ
リ
)

(国
)
下

ニ
オ
ル
ト
譯
ス
…
…
死
字

二
用
ル
ト
キ
座
字
ト
同
シ

(〔座
〕
坐
ス
ル

處
ナ
リ
坐

ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
)

〔居
〕
(後
)起
ノ
反
對
ナ
リ
…
…
居
處
坐
在
四
字

ノ
差
別
ア
リ

不
レ見
二
其
居

一ト

ハ
其
ヲ
ツ
タ
ナ
リ
ガ
ミ

ヘ
ス
其
ス
ハ
ツ
タ
様
子
カ
ミ
ヘ
ヌ
ト
云
コ
ト
ナ
リ

不
レ

見
二
其
在

一ト

ハ

其

レ
ガ
ヲ

ル
カ
ヲ
ラ
ヌ
カ
ミ

ヘ
ヌ
ト
云

コ
ト
ナ
リ

皆
死
字

二
用
ヒ
タ

ル
ト
キ
ノ
コ
ト
ナ

レ
ド

モ
是

ニ
テ
活
字

二
用

ル
意
ガ
シ
ル
ル
ナ
リ

…
…
活
字

二
用

ル
時

ハ
居

ハ
起
ト
對
ス
・
ウ
チ
ナ
ヲ
ル
意
ナ
リ

(国
)
起
居

ト
封
用
ス
…
…
ヒ
ロ
ク
用

ル
ト
キ
居
處
坐
在
四
字

ノ
差
別

ア
リ

不
レ見
二其
居
[ト

ハ
其
居
タ
ナ
リ
ガ
ミ

ヘ
ヌ
其
ヰ
タ
様
子
ガ
ミ

ヘ
ヌ
ト
云

コ
ト

ナ
リ

不
レ見
二
其
處

一ト
云

ハ
其
オ
ツ
タ
座
敷
カ
ミ

ヘ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ナ
リ
、

不
レ見
二其
在
一
ト
云

ハ
ソ
レ
ガ
オ
ル
カ
オ
ラ
ヌ
カ
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
リ

右
皆
死

字

二
用
ヒ
タ

ル
ト
キ
ノ
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
是

ニ
テ
ヨ
リ
活
字

二
用

ユ
ル
意
ガ
シ
ル

ル
ナ
リ
…
…
活
字

へ
用
ル
ト
キ
居

ハ
起
ト
對

ス
ル
ト
キ
打
ナ
ヲ
ル
意
ナ
リ

実
字

・
虚
字

イ
タ
ル

〔
底

・
距

・迄

・
訖

〕

(後

)
至

字

ト
同

義

ナ

リ

…

…

迄

ハ
詩

經

二
以

迄

二
于

今

一

書

レ

經

二
訖

コ
于
四
海

一

大
抵

距
ト
同

シ

シ
カ
シ
實
字

二
用

ユ
ル

コ
ト

ナ
シ

虚
字

ニ
バ
カ
リ
使
フ
ナ
リ

(国
)
〔迄
〕
至
字
ト
同
シ

但
シ
イ
キ
ツ
ク
意
ウ
ス
シ

助

語

〔來
〕
(後
)
往
字
ノ
反
對
ナ
リ
…
…
助
語

二
用

ユ
ル
コ
ト
有

莊
子
ノ
中

二
多
シ

孟
子

二
盍
歸
乎
來

又
淵
明
力
歸
去
來
ノ
ル
イ
ナ
リ

助
語

ニ
シ
テ
サ
ソ
ウ
辭

ナ
リ

(国
)
ク
ル
ナ
リ
往
ノ
反
ナ
リ

反
ノ
反
ナ
リ
又
助
語

二
用

ル
コ
ト
ア
リ

莊
子

ノ
中

二
多

シ
又
孟
子

二
盍
ゾ
歸
.乎
來

此
ノ
來
字
助
語
ナ
リ

サ
ソ
ウ
辭
ナ

動

リ

歸
去
來
ノ
來

モ
同
シ
カ
ル

ヘ
シ

形
容
字

〔輾
〕

(後
)
笑
白
ハナ
リ

大
笑
ノ
コ
ト

ニ
モ
ナ
ル
ナ
リ

輾
然
ナ
ド
ト
形
容
字

二

用

ユ
(国
)

〔輾

・
嘘
〕
共

二
大
笑
ナ
リ

(g)



『譯文 筌 蹄』 につ い ての一考 察

○

「活
字
」
に
つ
い
て
。
こ
の
術
語

は
動
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
自

動
詞

・
他
動
詞
の
区
別
を
意
識
し
て
い
る
か
否
か
は
不
明
。

○

「死
字
」
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
の
用

い
ら
れ
方

は

「座
ト
同
シ
」
「其
ヲ
ツ
タ

ナ
リ
」
「其
ス
ハ
ツ
タ
様
子
」
な
ど
と
名

詞
と
し
て
で
あ
る
。
そ
し
て

「坐
」
「居
」

と
も
に
動
詞
か
ら
転
成
し
た
も
の
と
考

え
た
よ
う
で

『譯
筌
初
編
』
に
お
け
る
使

わ
れ
方
と
同
じ
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
語
を

『国
会
本
』
に
あ
る
ご

と
く
自
動
詞
と
し
て
用
い
た
か
否
か
は

用
例
が
な

い
の
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

○

「虚
字

・
実
字
」
に
つ
い
て
。
「今
」
「
四
海
」
は
抽
象
名
詞
と
考
え
ら
れ
る

の
で
『譯
筌
初
編
』
で
の
用

い
方
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
、
「実
字
」

は
実
体
あ
る
も

の
に
つ
い
て
の
呼
称
で
あ
る
こ
と
は
誤
り
な

い
で
あ
ろ
う
。

○
「助
語
」
に
つ
い
て
。
「来
」
の
よ
う
な
語
気
詞
を
助
語
と
し
て
い
る
が
、
『譯

筌
初
編
』
に
み
ら
れ
る

「副
詞
」
「助
動
詞
」
な
ど
の
語
は
本
文
そ
の
も
の
に
な
い

の
で
、
そ
れ
ら
を

「助
語
」
と
し
た
か
は
不
明
。

○

「形
容
字
」

に
つ
い
て
。
こ
の
語

に
対
す
る
考
え
方
は
他
の
二
書
と
全
く
同

じ
で
あ
る
が
、
「輾
」
以
外
に
も
形
容
字

と
す
べ
き
も
の
が
い
く

つ
か
あ
る
が
注
意

を
は
ら

っ
て
い
な
い
。

〈付
記
〉
『譯
筌
後
編
』
に
も
他

の
二
書

と
同
じ
よ
う
に

「付
字
」
と
い
う
語
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
に
記
す
例

よ
り
、
意
味
を
有
し
な

い
語
勢
を
助
け

る
の
み
の
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
「助
語
」
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
。

〔奉
〕捧

ノ
字
ト
同

シ
…
…
奉
謁
奉
和
奉
陪
ナ
ト
ノ
奉
ノ
字
ヲ
タ
テ
マ
ツ
ル
ト
ヨ

ム

ハ
ア
シ
シ

コ
レ
ハ
只
ツ
ケ
字

ト
意
得

ヘ
シ

タ
ス
ル

〔打
〕
…
…
俗
語

一二

種

打
ト
云
辭
ア
リ

何
ノ
義
理

モ
ナ
ク
付
字
ナ
リ

打

藁
打
發
ノ
ル
イ
ナ
リ

㈲

結

び

最
後
に
、
以
上
述

べ
た
外
に
徂
徠

の
語
学
な
ど
に
関
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

記
し
て
結
び
と
し
た
い
。

e
、
『国
会
本
』
と

『譯
筌
初
編
』
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
解
説

の
精
粗
は

一
目
瞭

然
で
あ
り
、
徂
徠
の
努
力
の
な
み
な
み
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
術

語
の
方
面
か
ら
み
て
も

『国
会
本
』
で
は
他
動
詞
を

「活
字
」
、
自
動
詞
を

「死

字
」
と
し
て
い
る
の
を

『譯
筌
初
編
』
で
は
自

・
他
動
詞
と
も
に

「活
字
」
に

す
る
な
ど
、
そ
の
手
直
し
も
大
幅
で
あ
る
。

口
、
『譯
筌
初
編
』
に
お
い
て
名
詞
を
表
わ
す
の
に
死
字

・実
字

・虚
字
と
三
つ
の

術
語
を
用

い
て
い
る
の
は
そ
の
間

に
差
異
が
み
と
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
死
字

は
動
詞
よ
り
転
成
し
た
も
の
、
実
字
と
は
実
体

の
あ
る
も
の
、

虚
字
と
は
抽
象
概
念
を
表
わ
す
話
に
つ
い
て
い
う
と
考
え
ら
れ
る
。

日
、
「助
語
」
に
つ
い
て
は

『国
会
本
』
で
は
語
気
詞

一
つ
の
み
に
つ
い
て
触
れ
て

い
る
だ
け
で
あ
り
、
動
詞
な
ど
よ
り
転
成
し
た
副
詞
、
助
動
詞
等
を
助
語
と
し

て
扱
う

『譯
筌
初
編
』
と
は
異
な
る
。
こ
の
転
成
助
語
に
意
を
注
ぐ
こ
と
が
加

筆

の

一
つ
の
目
的
で
あ

っ
た
に
違

い
な
い
。

㈲
、
虚
字

(用
言
)
を
動
詞
と
形
容
詞
と
に
分
け
る
と
い
う
徂
徠

の
新
し

い
分
類

法

に
は
新
し
い
術
語
が
必
要
と
な
り
、
「形
容
字
」
「形
状
字
面
」
「半
虚
字
」
な

ど
の
術
語
を
用
い
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
こ
の
新
分
類
法
が
徂
徠

の
な
か
で
確

立
し
た
の
は
加
筆

の
時
期
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は

『国
会
本
』
に
少
な
い

「形
容
字
」
に
対
す
る
指
摘
が

『譯
筌
初
編
』
で
は
多
く
な
り
、
ま
た
動
詞
と

形
容
詞
と
を
区
別
す
る
こ
と
の
必
要
を
述

べ
た
箇
所
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
推
測
で
き
る
。

一

㈲
、
徂
徠
の
用

い
た

「実
字
」
「虚
字
」
「活
字
」
「
死
字
」
な
ど
の
術
語
は
中
国
の

詩
論
書
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
質
の
語
と
し
て
用

い
ら
れ
た
の
で

(9)
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は
な
い
。
従

っ
て
、
「詩
家

の
所
謂
虚

實
死
活
、
即
ち
是
の
物
な
り
」
と
述
べ
て

い
て
も
、
そ
れ
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。

㈹
、
『譯
筌
後
編
』
に
は
、
術
語
が
本
文
中

に
あ
ま
り
用

い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
速

断
は
で
き
な
い
が
、
そ
こ
に
み
え
る
術
語
は
、
す
べ
て
『国
会
本
』
『譯
筌
初
編
』

に
あ
り
、
竹
里
散
人
が
新
た
に
用

い
は
じ
め
た
も
の
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
も

つ

概
念
は
特

に

『譯
筌
初
編
』
と
同
じ

で
あ
る
。

(注
)
例
え
ば
南
宋
時
代
の
詩
論
書

『封
牀
夜
語
』

(范
晞
文
)
で
は

「実
字
」

は
名
詞

・
数
詞
を
さ
し
、
「虚
字
」

は
動
詞

・
副
詞
な
ど
を
さ
す
。
ま
た
同
じ

く

『詩
人
玉
屑
』
(魏
慶
之
)
で
は

「実
字
」
は
名
詞
を
、
「虚
字
」
は
そ
れ

以
外
の
も
の
す
べ
て
を
さ
す
よ
う

で
あ
る
。

(10)


